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はじめに

TAYLOR SPATIAL FRAME◊ システムは、臨床的に実証されており、多種多様な症例に対応可能です。世界最先端の技術を
取り入れたリング型創外固定器として、高い安定性・適応性・精度を実現することができます。www.spatialframe.comを 
使用する事によって、極めて難しい外傷の治療や骨格変形も矯正できます。

このガイドは、www.spatialframe.comユーザーのお客様が必要とする様々な情報を提供し、ウェブ上のソフトウェアプログ
ラムのご利用をサポートするために作成されました。

パソコンのシステム要件

推奨ブラウザーとディスプレイ設定について
膨大な情報量、高度なグラフィック画像、適切な矯正スケジュールに対応するために、TAYLOR SPATIAL FRAMEのウェブア
プリケーションは各画面で効率的なユーザーインターフェイスを提供できるように設計されています。このサイトにおいて最適な
方法でご利用いただく為に、下記のブラウザ及びディスプレイ設定をお勧めします。

ディスプレイ設定
1024 x 768 以上の画像解像度を推奨します。

サポートされているブラウザーの最小要件
• Microsoft Internet Explorer 6.0

• Mozilla Firefox 3.5

• Google Chrome 3.0

• Safari 4.0

ブラウザー設定
• 128bit SSL暗号化通信に対応しているものを推奨します。

• JavaScriptを有効にする必要があります。

• Cookiesを有効にする必要があります。

インターネット接続
高速ケーブルないしDSL接続を推奨します。

ソフトウェアのご利用について
スミス・アンド・ネフュー株式会社 （以下、「当社」） は、当社が独占的に製造販売する TAYLOR SPATIAL FRAME ブランドの
創外固定器に関連した使用の場合のみ、ライセンスされたソフトウェアの非独占的な通常実施権を許諾します。このソフトウェア
の使用は、www.spatialframe.comからオンライン入手できるライセンス条項に準拠しています。 お客様がライセンス条項ま
たは法律に違反した利用を行っていると当社が判断した場合は、ライセンスを一時停止または終了することがあります。
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TAYLOR SPATIAL FRAME◊ 画像関連用語集

前方マーカー、
近位骨片、
20mm 立方体

マスタータブマーカー

オリジン 
（原点；近位骨片が
リファレンス/
基準の場合）

ストラット

遠位リング

遠位骨片
（緑色がリファレンスフラグメント/
基準となる骨片
であることを示します）

前方マーカー
遠位骨片
20mm 球体

コレスポンディングポイント
（対応点；近位骨片が
リファレンス/基準の場合）

近位リング

近位骨片
（青色がリファレンスフラグメント/
基準となる骨片であることを示します）
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1.  図1のように、近位リングから遠位リングに向かってフレームを見る場合、ストラットには常に番号が
振られています。

 反時計回り
 1-赤, 2-オレンジ, 3-黄色, 4-緑, 5-青, 6-紫

2.  近位リングにあるストラット1と2の共有の接続点は、マスタータブです。マスタータブは、図1のオレ
ンジ色のボックスで示されています。

3. マスタータブは常に近位リングに位置してます。

4.  マスタータブは常に前方に位置してます。前方に位置していない場合、www.spatialframe.
comのローテーショナルフレームオフセットを適切な内旋/外旋角度に設定する必要があります。

5. 遠位リングがリファレンスとして選択されている場合、フレームを上下逆さまにしないでください。

6.  遠位リングがリファレンスとして選択されている場合は、ストラット1と2の間の遠位リングにある空
のタブを、前方リファレンスのアンチマスタータブとして使用します。 このタブを遠位骨片の前方に
配置するか、www.spatialframe.comにて適切なローテーショナルフレームオフセット値を入力
します。

7.  患者様のスケジュールを印刷する前に、必ず「初期」 （initial） および「最終」 （final） フレームペー
ジで画像を確認してください。

フレームアセンブリ
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アカウントを申請するのに
クリックしてください。

下記のポップアップボックスが表示されます：

各データ入力欄に
情報を入力します。

OKをクリックします。
48時間以内に確認メールが
送信されます。

パスワードの入手方法

パスワードを申請するには、www.spatialframe.comのログインページにアクセスし、New User ［新しいユーザー］ の 
Request an Account ［アカウントの申請］ ボタンを選択します。

ログインページ
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登録時に使用したアドレスに確認メールが届きます。メールには、ユーザー名と一時パスワードの両方が含まれます。一時パス
ワードは大文字と小文字が区別されます。この時点で、ログインして頂ければウェブ上のTAYLOR SPATIAL FRAME◊ ソフト
ウェアをご利用する準備ができます。

ハイパーリンクをクリックして
ウェブサイトにアクセスし、
電子メールで送信された
ユーザー名と一時パスワードを
入力します。

サイトへのログイン方法

インターネットに接続されているコンピューターを使用して、世界中どこからでもTAYLOR SPATIAL FRAMEソフトウェアに
アクセスできます。インターネットブラウザのアドレス入力欄にhttp://www.spatialframe.comと記入するだけでアクセス
できます。

ユーザー名とパスワードを入力し、
サインインをクリックしてサイトに
アクセスします。
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パスワードを忘れた場合

ユーザー名またはパスワードを忘れた場合は、Sign In ［サインイン］ ボタンの下にある Forgot Username or Password 
［ユーザー名またはパスワードを忘れた場合］ リンクをクリックして、電子的にリセットすることができます。

ユーザー名またはパスワードを
忘れた場合は、
ここをクリックしてください。

下記のポップアップボックスが表示されます：

ユーザー名またはメールアドレスを
入力し、 ［OK］ をクリックします。
登録時に使用したメールアカウント
に一時的なパスワードが送信され
ます。
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サイトにログインする際に、Cases ［症例］タブが表示されます。 このページから、既存の症例を開いたり、他のユーザーから送
信された症例を開いたり、新しい症例を開始したりする事ができます。各画面にCase Name ［症例名］・Correction Area 
［矯正部位］・Last Modified ［症例の最終変更日］・RX Days Left ［スケジュールの残り日数］ が表示されます。

その他の機能

Cases ［症例］ ページから、症例の検索・ソート・閲覧する症例数の決定・送信・複製・削除を行うこともできます。

検索入力欄にデータを入力して、症例を見つけます。 検索
入力欄をクリアするには、データをハイライトして削除を
押します。 My Cases ［担当症例］ または Cases From 
Others ［他者から送られてきた症例］ をクリックして、検
索入力欄をクリアすることもできます。 ドロップダウンメニューを

クリックして、年ごとに症
例をフィルタリングします。

ドロップダウンメニューを
クリックして、ページごとに
表示される症例数を増減します。 
1ページあたり最大40件の症例を
表示できます。

矢印アイコンをクリックして、
症例名または矯正部位を
アルファベット順にソートします。 
最終更新日またはスケジュールの
日程で検索することもできます。

他の登録ユーザーに
症例を送る場合は
　　をクリックして
ください。

症例を複製する
場合は　　を
クリックして
ください。

症例を削除する
場合は　　を
クリックして
ください。

症例
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My Cases ［担当症例］ タブ

My Cases ［担当症例］ タブには、保存した症例のリストが表示されます。 既存の保存済みの症例を開くには、Case Name 
［症例名］ から閲覧したい症例名をクリックします。 症例を開くと、以前に保存されたすべての情報が含まれるようになります。

症例を開くには、
症例名をクリック
します。

Cases From Others ［他者から送られてきた症例］ タブ

The Cases From Others ［他者から送られてきた症例］ タブには、他のユーザーから送信された症例の完全なリストを表示
します。 症例を開くには、Case Name ［症例名］ から閲覧したい症例名をクリックします。 症例を開くと、以前に保存されたす
べての情報が含まれるようになります。

症例を開くには、
症例名をクリック
します。
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Create New Case ［新規症例作成］ タブ

新規症例を作成するには、2つのボタンを使用できます。ページの左側にある灰色のボタンまたはページの右側にある緑色の
ボタンを選択します。

Create New Case ［新規症例の作成］ ボタンをクリックすると、症例情報の入力を開始で
きます。

【重要】
入力欄には、HIPAAガイドラインに
従って患者のフルネームまたはその他
の患者IDを含めないでください。

長管骨を矯正する場合、骨幹の近
位・中間位・遠位の領域と、骨幹端
の近位または遠位の領域を選択
できます。

最初に、症例名と日付を入力します。 次に、骨格画像をクリックして矯正部位を選択します。 部位の選択後、領域を選択する必要
があります（例：脛骨の近位、骨幹部、遠位など）。

症例情報



TSF Fracture Reduction and Deformity Software User Guide      11

足関節を矯正する場合、Fo o t 
Correction Type ［足関節矯正
の種類］ を選択する必要がありま
す。つまり、使用するフレームの種類
を選択する事となります。4種類の
Correction Typeからお選び頂
けます：6x6 Miter ［留接型］、
6x6 Butt ［突き合わせ型］、6+6、
Ankle ［足関節］。

プレビューボックスには、選択した
フレームタイプの画像が表示され
ます。オレンジ色の線は、動かすスト
ラットと、指定したフレームタイプで
矯正できる領域を表します。

6x6 Miter ［留接型］
前足または中足部を矯正領域として選択できます。 後
足部を矯正する場合は脛骨骨幹部中位を選択し、変形
ページでdowel ［ダボ］ 表示に変更します。

6x6 Butt ［突き合わせ型］
前足または中足部を矯正領域として選択できます。
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6+6
前足または中足部を矯正領域として選択できます。後
足部の矯正する場合は脛骨骨幹部中位を選択し、変形
ページでdowel ［ダボ］ 表示に変更します。

Ankle ［足関節］
足関節部の拘縮に対する領域選択はありません。
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矯正領域を選択後、操作モードを選択します。 Total Residual とChronic の2つのモードがあります。

ソフトウェア全体にわたって
ヘルプ画面が利用可能で
す。 詳細については、More 
info...リンクをクリックして
ください。

■ Total Residual

操作モードでは、骨折または変形を模するようにフレームを急性的に取り付けます。これは、crooked frame on crooked 
bone ［曲がった骨に対する曲がったフレーム］ とも呼ばれます。X線画像の測定値と初期状態のストラットの長さは、コンピュー
タソフトウェアによって最終的なストラットの長さを計算するために使用されます。ソフトウェアから算出されたスケジュールに基
づいて、ストラットを初期状態の位置から最終ストラット長に患者様が調整していきます。フレームがストラットの最終的な長さに
達すると、変形が矯正されます。

■ Chronic

操作モードでは、X線画像の測定値によって患肢にマッチしたフレームを組み立てます。このモードでは、フレームが骨に対して組
まれる前にストラットが設定されます。ソフトウェアから算出されたスケジュールに基づいて、ストラットがneutral position ［中
立位置］に戻るように患者様が調節していきます。変形が矯正された時点で、ストラットがneutral length ［中立的な長さ］にな
ります。
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Case Info ［症例情報］ のセクションに必要なデータを入力された後、Deformity ［変形］ セクションに進みます。このセクショ
ンでは、まずリファレンスフラグメントを選択します。リファレンスフラグメントは、骨折もしくは変形の基準を近位か遠位にするこ
とができます。このガイドでは、近位をリファレンスとします。遠位のリファレンスの場合は、オリジンが遠位のリファレンスフラグメ
ント上に位置し、対応点が転位させる近位骨片上に位置すること以外は異なりません。

変形測定値を入力する前に、リファレ
ンスフラグメントを選択する必要があ
ります。近位または遠位のリファレン
スを選択するまで、変形測定値を入
力することはできません。

変形



TSF Fracture Reduction and Deformity Software User Guide      15

リファレンスフラグメントを選択した後、必須である6つの変形測定値を入力します。これらの変形測定値は、フレーム適用時に存
在する変形を示します。すべての患者がすべての面において変形があるわけではありません。変形が存在する場合にのみ測定値
を入力してください。変形のない面では何も入力しません。すべての変形において、大きさと方向を両方入力する必要がありま
す。各変形測定の定義については、用語集をご参照ください。

このボックスには、入力した測定値に基づいた変形が画像表示
されます。Dowel view ［ダボ表示］ または bone view ［骨表
示］ を選択できます。 これらの画像表示は測定値が入力される
たびに自動的に再作成されます。

【重要】
画像によって入力した測定値が変形を模していることを確認で
きます。 ただし、Bone Viewの画像はイメージだということに
ご注意ください。

骨が干渉する可能性がある場合
は、Apply Axial Translation 
First. ［最初に軸方向の転位］ 
を選択できます。軸方向の転位が
remaining deformity ［残留
された変形］ を矯正する前に矯
正されます。

変形測定値を入力す
る前に、正面および
側面X線画像の徹底
的な分析と臨床検査
が必要です。
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このステップでは、患者のフレームを組み立てるために使用されるリングとストラットを選択します。ドロップダウンメニューを使
用して、近位リングと遠位リング両方のリングの種類とサイズを選択します。

ここで、近位・遠位リングの種類と
サイズを選択します。

2/3リングまたは Uプレート
をご利用の場合は、リングの
開口部の位置をS e l e c t 
Ring Orientationのドロッ
プダウンメニューから選択で
きます。

2/3リングまたはUプレートのリングサイズを選択すると、ドロップダウンメニューに内側マウントオプションと外側マウントオプ
ションが表示されます。内側マウントと外側マウントは、追加するストラットの取り付け位置を指します。下記の図では、全円が標
準的なストラットの取り付け位置を表しています。半円は、代案的なストラットの取り付け位置を表します。

■ スタンダードストラットマウント

フレーム
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■ カスタムストラットマウント

標準位置 （リングの内側および外側） 以外の穴にストラットを取り付けるオプションは、7穴タブ付きリングやフットリングなど、
一部のリングで使用できます。Custom Mountのリンクは、このオプションが利用可能な場合にのみ表示されます。

【重要】
このオプションを有効にするには、Account Info ［アカウント情報］ タブに移動し、Enable alternate strut mounts ［代
案的ストラットマウントを有効にする］ というドロップダウンメニューをNoからYesに変更します。

Custom Mountが使用可能な場合 （互換性のあるリングを使用する場合）、リング選択のドロップダウンメニューの横に
Custom Mountボタンが表示されます。このオプションは、近位・遠位リング両方で使用できます。
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Custom Mountを選択後、下記のインターアクティブ・ボックスが表示されます。ストラットの取り付け位置を変更するには、適
切なストラット番号をクリックし、そのストラットの色でハイライトされている7穴タブの穴に移動します。左下の画像では、ストラッ
ト＃1が標準の取り付け位置から2穴上に移動しています。同様に、ストラット＃2は画像内で右に移動しています。

フットリングでCustom Mountを使用すると、下記の画像に示されているインタラクティブ・ボックスが表示されます。上記と
同じプロセスが、フットリング付きのCustom Mountに適用されます。使用可能なCustom Mountの場所がハイライトされ
ます。

Custom Mountが完了すると、以下に示めされているように、緑色のチェックマークが表示されます。
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リングの種類とサイズを選択後、ストラットを選択する必要があります。 標準のストラットまたはFAST FX◊ ストラットの2つのス
トラットタイプがあります。フレームはどのような種類とサイズの組み合わせでも使用できます。各フレームに6本のストラットを
使用します。

Standard Struts はシステム上、原型となるストラット
です。調整ノブを回すことによってのみ圧迫または延長で
きます。

FAST FX Struts はジャムナットのスナップを外
してから再度ロックするか、調整ノブを回してゆっく
り動かすことで、自由に調整できます。
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Mountタブでは、骨に対するフレームの配置方法、またはオリジンを基準としたリファレンスリングの位置を決定します。

このステップでは、必須である4つのマウンティングパラメーター ［取り付け用のパラメーター］、またはリファレンスリングの設定
を入力します。各マウンティングパラメーターの定義については、用語集をご参照ください。

【重要】
画像によって入力した測定値が
変形を模していることを確認でき
ます。ただし、Bone View画像
はイメージだということにご注意
ください。

フレームの中心線

リファレンスフラグメント 
（基準となる骨片）

リファレンスリング 
（基準となるリング）

オリジン （原点）

マウント
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フレームが適用されたら、Initial Strut Setting ［初期ストラット設定］ を入力します。ストラットにレーザーエッチングされた
キャリブレーション表示から直接読み取り、該当するボックスに入れます。Calculate Final Settings ［最終設定の算出］ ボタ
ンをクリックして、最終ストラット設定と最終フレームプレビューを表示します。

Total Residualモード
をご利用の場合、ストラッ
ト長はこちらに記入する
必要があります。全て記入
された後にCalculate 
Final Settingsをクリッ
クすることによって最終
的なストラット設定を閲
覧できます。

最終ストラット設定は、矯正スケジュールの最終日における各ストラットの設定を示します。

各ストラットの最終スト
ラット設定がここに表
示されます。

これらのボックスを選択すること
により、初期・最終フレームの正
面、側面、軸方向を表示できます。

【重要】
画像によって入力した測定値が
変形を模していることを確認でき
ます。ただし、Bone Viewは画像
はイメージだということにご注意
ください。

ストラットの設定
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Chronicモードを使用して
いる場合、ここでNeutral 
Frame Height ［中立フ
レーム高］ を入力します。 
ソフトウェアが変形測定値、
マウンティングパラメーター、
neutral frame height 
とneutral strut length 
［中立ストラット長］ に基づ
いたストラットの初期設定
を算出します。
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Structure at RiskまたはSARのステップでは、変形を矯正するのにかかる時間を決定するために使用されます。 SARは、
矯正プロセスの影響を受ける可能性のある構造 （神経血管束、軟部組織エンベロープ、皮膚移植片、または骨折自体の骨端） 
を表します。このステップでは、正面のオリジン、側面および軸方向に対するSARの位置を特定します。

次の手順に進む前に、
Maximum Safe 
Distraction Rate 
［安全な最大延長率］ 
を入力する必要があり
ます。通常、1日1mm
の矯正が可能です。

SARは、グラフィック表示で黄色
の円で示されます。

【重要】
骨の画像は、イメージです。ユー
ザーがSARの位置を臨床的に
測定して決定することが必要で
す。

矯正期間がここに
表示されます。

SARによって、矯正をより遅い
ペースで進めることが指示され
る場合があります。Override 
Correction Time ［矯正期間
を無効にする］ ボックスをチェッ
クし、Desired Correction 
Time ［希望する矯正期間］ ボッ
クスに値を入力すると、推奨され
た矯正期間を上書きできます。

スケジュール期間／Structure at Risk （SAR）
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Prescriptionでは患者様のストラット調整スケジュールが表示されます。色付きの領域は、ストラットの交換時期を
示します。

Contact Info ［連絡先情報］ と
Case Notesは編集可能です。こ
こでは、施設の連絡先情報に加
え、ストラットの調整・ピンとフレー
ムのケア・次の予約日などをメモ
できます。

患者様のお持ち帰り用に矯正スケ
ジュールのコピーを印刷すること
をお勧めします。印刷可能なPDF
バージョンは、ここをクリックして
入手できます。

Prescription Start Date ［スケジュール開始日］ 
を変更するには、データ記入欄に値を入力するか、カレ
ンダーアイコンをクリックして日付を選択します。

スケジュール上の
Strut Change-
Outs ［ストラット
交換］ セクションで
は、交換が必要なス
トラット・オーバー
ラップ間隔・交換す
るストラットの種類
とサイズなどのリス
トが表示されます。

ビューアイコン　　を使用すると、
スケジュール期間中の特定の日の
フレームのモデルを表示できます。
TRアイコン　　をクリックすると、
スケジュール期間中いつでも新規
の Total Residualを開始でき
ます。New Total Residualの詳
細については、28ページをご覧く
ださい。

矯正スケジュール
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このレポートは、医師が保管用
の記録として患者情報のハード
コピーを印刷して管理すること
を目的としています。これは、変
形測定、マウンティングパラメー
ター、算出されたスケジュール、
ストラットの交換スケジュール、
ケースノートなど、すべての入
力・出力情報を含む包括的なリ
ストです。印刷できるPDFバー
ジョンもご利用可能です。

（次頁に続く）

レポート
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（前頁からの続き）
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症例の保存方法

オレンジ色のメニューバーでSave ［保存］ または Save As ［名前を付けて保存］ をクリックすると、ケースを保存できます。
ケースを保存する前に、矯正領域と操作モードを選択する必要があります。

下記のポップアップが表示されます：

ケースを保存すると、下記のメッセージがポップアップにて表示され、永久保存する記録としてスケジュールのハードコピーを
印刷するようユーザーに推奨されます。

ケースを保存するには、
Save ［保存］ または 
Save As. ［名前を付
けて保存］ をクリック
します。

保存するにはOKを
クリックしてください。
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症例の閉じ方

症例を閉じるには、
オレンジ色のメニューバー
のClose ［閉じる］ を
クリックします。
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矯正スケジュール中に変形測定値を修正する必要がある場合は、新規のtotal residual症例を作成することで修正を行うこと
ができます。新規のTotal Residualを作成するには、下記の画像の◯で記されたアイコンをクリックします。 以前入力された
変形測定値以外の情報 （フレームコンポーネント、マウンティングパラメーター/リファレンスリング設定、SARなど） は保存され
ます。

下記のポップアップが表示されます：

New Case Name ［新しい症例名］ の記入欄には、
既存の症例名に「-Second Correction」が自動的に
入力されます。ボックス内をクリックして新しい名前を
入力すると、ケース名を変更できます。

　　アイコンをクリックすること
でスケジュール期間中いつでも
New Total Residualを作成
することができます。

New Total Residual



30   TSF Fracture Reduction and Deformity Software User Guide

Create New Total 
Residualボタンをク
リックすると、二次矯正
がCase Infoページに
開き、Case Name記
入欄に新規のTotal 
Residualを作成した
際に入力した名前が表
示されます。

New Total Residualで
は、変形測定のデータ入力
欄は空白になります。
New Total Residualを
開始する日の新しい変形
測定値を入力します。
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Initial Strut Settings 
［初期ストラット設定］ は、
新規のtotal residualを
実行するために選択され
た日からのストラット設定
になります。必要に応じ
て、これらの設定は変更
できます。
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アカウント情報の変更方法

Account タブをクリックすること
によって名前・電話番号・メール 
アドレス・パスワードなどを変更で
きます。これらの情報は常に最新
の情報に更新してください。

Resources ［参考資料］ タブに
クリックすると、関連文献や今後開
催されるトレーニングコースなど
を含む資料をアクセスできます。

参考資料
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お問い合わせ

ウェブサイトに関する質問
などは  Contact Us 
［お問い合わせ］ タブをク
リックしてください。

Logout リンクをクリッ
クすることによって、いつ
でもログアウトできます。

ログアウト方法
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用語集

AP view angulation

AP view angulationはX線正面像で骨片間
の角度を度単位で測定し、その内反または外
反角度を表します。

AP view translation

AP view translationはX線正面像で転位
骨片の対応点がリファレンスフラグメントのオ
リジンから、内側または外側の距離をミリメー
トル単位で測定した値を表します。

Lateral view angulation

Lateral view angulationはX線側面像で
転位骨片が屈曲 （apex anterior） または伸
展 （apex posterior） している角度を度単位
で測定した値を表します。
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Lateral view translation

Lateral view translation はX線側面像で対
応点がオリジンから前方または後方の距離をミリ
メートル単位で測定した値を表します。

Axial view angulation

Axial view angulationは、リファレンスフラグ
メントと転位骨片間の内旋または外旋角度を度単
位で測定します。 Axial view angulationは臨
床評価方法であり、リファレンスフラグメントから
見た視点で判断します。

Axial view translation

Axial view translation measuresは、X線正
面像で対応点からオリジンまでの長さをミリメート
ル単位で測定した値を表します。
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AP view frame offset

AP view frame offset はX線正面像で
リファレンスリングの中心からオリジンまで内
側または外側の距離をミリメートル単位で測定
した値を表します。

Lateral view frame offset

Lateral view frame offset はX線側面像
でリファレンスリングの中心からオリジンの前
方または後方の距離をミリメートル単位で測定
した値を表します。

Axial view frame offset

Axial view frame offset はX線正面像で
リファレンスリングの中心（リングの厚さの中
心）からオリジンまで近位または遠位の距離を
ミリメートル単位で測定した値を表します。

Rotary frame angle

Rotary frame angle measuresは、マス
タータブから正面の角度を度単位で測定しま
す。Rotary frame angle は臨床評価基準
です。
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Structure at Risk （SAR）

矯正において影響を受ける可能性のある構造 （神
経血管束、軟部組織エンベロープ、骨折自体の皮
膚移植片または骨端） を表します。
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